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非生命合成されるアミノ酸は常にアミノ酸以外の有機物、α−アミノ酸以外のアミノ酸、エナンチオマー

の混合物であり、化学平衡論のみからタンパク一次構造への構造選択を説明することはほぼ不可能である。

一方、観測の難しさからこれまで十分に評価されていなかった前生命反応における物理条件の寄与があれ

ば、化学過程のみでは説明できない立体構造を生み出す分子の組織化が容易に達成され、ホモキラル、ア

ルファアミノ酸のアルファペプチド結合の繰り返しであるタンパク構造が初期地球上の環境で非生命的

に生じうることがわかった。 
固相・水相・気相の不均一界面に生じる coffee-ring effect は、水溶液からのグリシンの自己組織化、結

晶化を容易に促し、引続く固相上の加熱でグリシン水溶液からグリシンポリマーへの重合が可能であるこ

とは HPLC 定量、X 線結晶回折、質量分析、固体 NMR 観測を用いて確かめられた。固体 NMR と X 線

での分析では、グリシンポリマーがらせん構造の結晶性を有することが確かめられた。さらに、螺旋構造

のグリシンポリマーの熱分解過程では、部分的にペプチド上のα炭素に対し、何らかの官能基付加があれ

ば、螺旋構造の安定化に起因し（ラマチャンドラン/プロットとして知られるアミノ酸ユニットと立体安定

性の傾向）、官能基の化学性に依存せず、ペプチド骨格上のα−アミノ残基としてはホモキラルになるよう

なアレンジが優先的に起こる可能性がある。アミノ残基のキラリィーは D-または L -、グリシンポリマー

結晶ごとに決まることとなる。繰り返し構造のポリグリシンは立体構造情報が乏しく、また、局所に集積

する試料は実験スケールアップで回収量を増やすことが難しいため、微量試料解析は容易ではなかった。

13C15N 安定同位体ラベル化グリシンを原料とし信号強度を高めるなどの工夫を引き続き行った。これまで

の観測結果をもとに、原始地球環境中、地熱水活動域でグリシンの合成からタンパクペプチド断片が水圏

に供給されるまでが一括して説明できる地球化学シナリオの提案を目指す。 
 


